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⊃

源
泉
の
高
熱
を
有
効
利
用

Ｃ

も
燃
料
費
も
削
減

地
域
住
民
も
多
く
利
用
す
る

神
の
湯

設
置
し
た
温
泉
熱
利
用
装
置

源
泉
貯
湯
槽

左

の
隣
に

熱
交
換
器
内
蔵
タ
ン
ク

水
道
水

タ
ン
ク

冷
却
水
タ
ン
ク
の
３
基
を
導
入
し
た

地
球
温
暖
化
の
一
因
で
あ
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ

）
の
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
、

宮
城
県
は
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備

を
導
入
す
る
事
業
者
へ
費
用
を
一
部
助
成

し
て
い
る
。
蔵
王
町
の
遠
刈
田
温
泉
に
あ

る
共
同
浴
場
「
神
の
湯
」
で
は
、
こ
の
事

業
で
温
泉
の
源
泉
を
熱
源
と
し
た
温
泉
熱

利
用
装
置
を
２
０
１
８
年
に
導
入
。
Ｃ

削
減
の
ほ
か
、
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

事
業
で
は
、
共
同
浴
場
の
裏
に
あ
る
源

泉
貯
湯
槽
の
隣
に
熱
交
換
機
内
蔵
タ
ン

ク
、水
道
水（
上
が
り
湯
、
シ
ャ
ワ
ー
用
）

タ
ン
ク
、
冷
却
水
タ
ン
ク
の
３
基
を
新
た

に
設
置
。
熱
交
換
器
を
経
由
し
て
適
温
と

な
っ
た
源
泉
水
と
水
道
水
を
給
湯
す
る
仕

組
み
だ
。

源
泉
温
度
が

度
と
高
温
の
た
め
、
従

来
は
浴
槽
や
洗
い
場
の
蛇
口
に
給
湯
す
る

た
め
に
多
量
の
水
道
水
を
加
え
て
入
浴
に

適
し
た
温
度
に
下
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
洗
い
場
の
一
部
に
設
置
し
て
い
た

シ
ャ
ワ
ー
は
、
ス
ケ
ー
ル
（
湯
の
花
）
の

付
着
防
止
の
た
め
、
水
道
水
を
灯
油
式
給

湯
機
で
加
熱
し
利
用
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
水
道
料
と
燃
料
費
が
か
か
る
こ
と
が
悩

み
の
種
だ
っ
た
。

装
置
導
入
後
は
、
水
道
水
の
量
と
ボ
イ

ラ
ー
の
灯
油
使
用
量
が
導
入
前
と
比
べ
て

半
分
以
下
に
減
り
、
灯
油
を
使
う
際
に
発

生
し
て
い
た
Ｃ

が
年
間
で
８
割
近
く
も

削
減
で
き
た
。
加
え
て
水
道
水
を
低
コ
ス

ト
で
温
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
洗
い

場
の
給
湯
を
全
て
蛇
口
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
器

具
に
交
換
で
き
た
た
め
、
利
用
客
か
ら
も

好
評
だ
と
い
う
。
「
神
の
湯
」
を
運
営
す

る
遠
刈
田
温
泉
株
式
会
社
の
大
沼
清
信
支

配
人
は
「
予
想
以
上
の
効
果
が
あ
り
、
導

入
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
話
す
。

設
備
導
入
の
た
め
の
総
事
業
費
約
９
３

０
万
円
の
う
ち
、
約
４
３
０
万
円
を
県
の

補
助
金
で
賄
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
沼
支

配
人
は
「
も
う
一
つ
運
営
し
て
い
る
共
同

浴
場
『
寿
の
湯
』
に
も
装
置
を
取
り
入
れ

た
い
」
と
意
気
込
む
。

県
環
境
政
策
課
は
「
地
域
資
源
を
生
か

し
た
多
様
な
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
強
調
。
今
後

も
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
、
水
力
発
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
支
援
す
る
考

え
だ
。

⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∧ ⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

Ｃ

減
ら
し
災
害
に
も
強
く

暮
ら
し

お
得
で
快
適
に

台
所
に
あ
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
モ
ニ
タ
ー
を
見
る

小
嶋
梓
さ
ん
と
次
男
の
日
向
ち
ゃ
ん

屋外に設置された蓄電池 手前

家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

）
排

出
量
を
一
層
削
減
し
、
災
害
時
に
も
電
気

や
熱
を
確
保
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
住
宅
」
の
普
及
を
図
る
た
め
、
宮
城

県
は
「
み
や
ぎ
環
境
税
」
を
活
用
し
て
、

設
備
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
て
い

る
。七

ケ
浜
町
の
一
戸
建
て
に
夫
婦
と
子
ど

も
３
人
の
５
人
で
暮
ら
す
会
社
員
小
嶋
梓

さ
ん

は
、
約
３
年
前
に
太
陽
光
発
電

と
蓄
電
池
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ヘ
ム
ス
・
家
庭

内
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
取
り

入
れ
た
。

導
入
す
る
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、
こ

の
助
成
制
度
。
「
初
期
費
用
は
約
１
５
０

万
円
だ
っ
た
が
、
県
と
町
か
ら
結
構
な
額

を
助
成
し
て
も
ら
え
る
と
聞
き
、
決
断
し

た
」
と
振
り
返
る
。

２
階
建
て
の
屋
根
部
分
に
３
・
３
㌗
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
屋
外
に
４
・
２
㌗
時
の

蓄
電
池
を
設
置
。
台
所
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー

で
は
、
発
電
や
電
力
消
費
、
蓄
電
、
売
電

の
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
ら
れ
る
。

「
売
電
も
含
め
て
自
動
で
や
っ
て
く
れ
る

の
で
、
手
間
が
掛
か
ら
な
い
」
と
小
嶋
さ

ん
。
気
に
な
る
電
気
代
は
「
平
均
し
て
月

数
千
円
は
安
く
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。ま

た
、災
害
な
ど
で
停
電
に
な
っ
て
も
、

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
に
た
め
た
電
気
が

使
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
「
万
が
一
の

と
き
で
も
電
気
が
使
え
る
と
い
う
安
心
感

は
大
き
い
。
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
は
セ

ッ
ト
で
設
置
し
た
方
が
い
い
と
思
う
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。

「
県
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
普
及

促
進
事
業
補
助
金
」
は
、
宮
城
県
内
に
住

所
が
あ
る
個
人
を
対
象
に
、
①
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
②
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
③
蓄
電
池
④
電
気
自
動
車
な
ど
に

蓄
え
た
電
気
を
家
で
使
う
「
Ｖ
２
Ｈ
」
⑤

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
天
然
ガ
ス
を
燃
料
に
し
て
家

庭
で
電
気
と
お
湯
を
つ
く
る
「
家
庭
用
燃

料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
」
の
各
設
備

を
新
た
に
導
入
し
た
場
合
や
、
既
存
住
宅

を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
に
改
修
し
た
と
き

に
、
そ
の
一
部
を
助
成
す
る
。
今
年
度
も

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

申
請
件
数
は
、
ス
タ
ー
ト
初
年
度
と
な

る
２
０
１
６
年
度
は
３
５
１
０
件
、

年

度
３
５
６
２
件
、

年
度
３
９
５
７
件
、

年
度
４
８
２
５
件
と
着
実
に
伸
び
て
い

る
。県

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
は
「
ス
マ

ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
は
、
環
境
に
優
し

く
、
災
害
に
強
く
、
家
計
的
に
も
お
得
に

な
る
。
一
人
で
も
多
く
の
県
民
に
お
得
で

快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

す
。
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⊃

森
林
資
源
活
用
と
環
境
保
全
両
立

良
質
建
材

施
主
も
満
足

住
宅
建
築
現
場
で
メ
ー
カ
ー
か
ら
県
産
材
の

説
明
を
聞
く
細
谷
さ
ん
夫
妻

県
独
自
の
品
質
基
準
を
満
た
し
た

優
良

み
や
ぎ
材

で
あ
る
こ
と
を
示
す
認
定
シ

ー
ル

県
土
の
約
６
割
に
当
た
る
約

万
㌶
を

森
林
が
占
め
る
宮
城
県
。
県
は
森
林
資
源

の
有
効
活
用
と
環
境
保
全
を
目
指
し
、「
県

産
材
利
用
エ
コ
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
を

２
０
１
１
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
る
。

県
内
で
新
築
す
る
戸
建
て
の
木
造
住
宅

を
対
象
に
、
一
定
割
合
以
上
の
県
産
材
を

部
材
に
使
っ
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
補

助
。
土
台
や
は
り
な
ど
主
要
部
分
に
県
産

材
を

％
以
上
使
い
、
か
つ
「
優
良
み
や

ぎ
材
」
（
県
独
自
の
品
質
基
準
を
満
た
す

木
材
）
を

％
以
上
使
う
こ
と
な
ど
が
補

助
条
件
と
な
る
。

１
棟
当
た
り
最
大

万
円
を
助
成
。
東

日
本
大
震
災
と
昨
年
の
東
日
本
台
風

（
台
風

号
）
で
半
壊
以
上
罹
災
し
た
証

明
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
条
件
が
緩
和

さ
れ
て
お
り
、
災
害
復
旧
に
も
ひ
と
役
買

っ
て
い
る
。

年
度
の
申
請
は
４
月
に

受
け
付
け
を
開
始
し
た
。
先
着
５
５
０
件

で
予
算
上
限
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

る
。本

年
度
の
事
業
を
申
請
し
、
仙
台
市
泉

区
に
住
宅
を
新
築
し
た
会
社
員
細
谷
友
和

さ
ん

は
「
実
は
県
産
材
利
用
に
つ
い

て
特
に
意
識
は
し
て
お
ら
ず
、
制
度
の
こ

と
も
知
ら
な
か
っ
た
」
と
話
す
。

施
工
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
特
に

環
境
保
全
に
つ
な
が
る
と
い
う
制
度
の
意

義
を
説
明
さ
れ
、意
識
は
変
わ
っ
た
。「
県

産
材
を
使
う
こ
と
が
森
と
自
然
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
知
り
、
だ
っ
た
ら
ぜ
ひ

や
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

建
築
作
業
中
は
毎
日
の
よ
う
に
現
場
に

様
子
を
見
に
行
っ
た
と
い
う
細
谷
さ
ん
。

「
作
業
現
場
は
想
像
以
上
に
木
の
い
い
香

り
が
し
て

本
当
に
わ
く
わ
く
し
た

と
今

月
下
旬
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

施
工
を
担
当
し
た
仙
台
市
の
住
宅
メ
ー

カ
ー
は
「
部
材
調
達
も
含
め
、
家
づ
く
り

の
〝
地
産
地
消
〞
を
提
案
で
き
る
の
は
地

元
業
者
と
し
て
の
強
み
だ
」と
胸
を
張
る
。

顧
客
が
県
産
材
を
使
っ
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

を
見
学
す
る
と
、
床
や
柱
の
風
合
い
や
肌

触
り
、
木
の
香
り
の
良
さ
に
驚
い
て
契
約

に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

事
業
開
始
か
ら

年
度
ま
で
の
申
請
は

４
４
２
３
件
に
上
る
。
こ
の
う
ち
約
２
４

０
０
件
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

が
占
め
る
。
事
業
に
は
工
務
店
な
ど
毎
年

２
０
０
社
程
度
の
施
工
業
者
が
関
わ
っ
て

お
り
、
住
宅
業
界
全
体
へ
の
県
産
材
普
及

促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

県
林
業
振
興
課
は
「

年
に

万
６
０

０
０
立
方
㍍
だ
っ
た
丸
太
生
産
量
を
、

年
ま
で
に

万
立
方
㍍
に
拡
大
し
た
い
」

と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

宮城県は2011年度から「みやぎ環境税」を導入

し、地球温暖化の防止、森林の保全・機能強化、

生物多様性の確保 環境立県みやぎ」を支える人

材の育成などの事業に取り組む方々の支援や、県

主体による事業などを実施しています みやぎ環

境税」を活用しているこれらの事業を紹介します。
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(１７) ２０２０年(令和２年)８月２日(日曜日)(１７) ２０２０年(令和２年)８月２日(日曜日)


